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一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
熱
海
市
に
土
砂
災
害
義
援
金
を
寄
託

　

令
和
三
年
七
月
十
九
日
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
は
七
月
一
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
伴
う
大

雨
に
よ
り
、
静
岡
県
熱
海
市
に
お
い
て
発
生
し
た

伊
豆
山
土
砂
災
害
の
義
援
金
と
し
て
、
緊
急
救
援

引
当
金
か
ら
義
援
金
三
十
万
円
を
寄
託
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く
元

通
り
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
﹁
一
隅
を
照
ら
す
運
動
﹂
理
事
会
を
開
催

　

令
和
三
年
七
月
十
九
日
、
天
台
宗
務
庁
（
滋
賀

県
大
津
市
）
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
鑑
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
含
め
た
形
に

て
、令
和
三
年
度
第
一
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
理
事
会
に
お
い
て
、

令
和
二
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事
業
報
告
、

各
会
計
の
決
算
等
が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
に
お
い
て
監
事
、
一
隅

を
照
ら
す
運
動
企
画
運
営
委
員
の
就
任
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

【
監
事
】

　

山
岡　

智
恢
師　

滋
賀
教
区

�

石
垣
坊
住
職
：
新
任
・
補
欠

【
企
画
運
営
委
員
】

　

谷　
　

晃
仁
師　

群
馬
教
区

�

永
福
寺
住
職
：
新
任

　

高
橋　

志
栄
師　

神
奈
川
教
区

�

法
華
寺
法
嗣
：
新
任

◎
公
開
講
座
を
開
催

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動

総
本
部
で
は
令
和
三
年

十
月
一
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

鑑
み
、
感
染
防
止
の
た

め
一
隅
を
照
ら
す
運
動

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
第
二
十
回
一
隅
を
照
ら
す
運
動
公
開
講
座
と

題
し
動
画
配
信
を
行
っ
た
。

　

講
師
に
、
一
般
財
団
法
人
お
も
い
・
つ
む
ぎ
財

団
代
表
理
事
川
端
秀
明
氏
を
迎
え
「
文
化
を
育
て

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

～
地
域
の
文
化
は
自
分

た
ち
が
つ
く
る
～
」
と
題
し
た
講
演
動
画
を
作
成

し
た
。

　

川
端
氏
は
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
寸
断

さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
地
域
の
人
た
ち
の
要
望

に
よ
り
避
難
所
や
仮
設
住
宅
に
住
む
人
々
が
気
兼

ね
な
く
自
由
に
集
ま
る
こ
と
が
出
来
る
「
み
ん
な

の
と
し
ょ
か
ん
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
設
さ
れ
た
。

　

現
在
で
は
東
北
な
ど
の
被
災
地
だ
け
で
な
く
、

過
疎
地
や
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
計
四

十
四
ヶ
所
に
「
と
し
ょ
か
ん
」
を
設
置
し
て
い
る
。

「
と
し
ょ
か
ん
」
に
置
か
れ
て
い
る
書
籍
は
多
く

の
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
り
現
在
四
十
五
万
冊
に
及

ん
で
お
り
、
天
台
宗
も
微
力
な
が
ら
書
籍
を
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
「
と
し
ょ
か
ん
」
の
設
置
な
ど
各
地
を
回

る
中
で
、
地
方
や
過
疎
の
進
む
地
域
は
財
源
の
確

保
が
難
し
く
文
化
や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
著
し

く
減
少
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
は

行
政
や
自
治
体
の
財
源
に
頼
ら
ず
維
持
で
き
る
文

化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
と
の
思
い
か
ら
一
般
財
団
法
人
お
も
い
・
つ
む

ぎ
財
団
を
設
立
さ
れ
た
。「
と
し
ょ
か
ん
」
と
同

様
に
過
疎
地
で
は
導
入
が
難
し
い
「
美
術
館
」
を

提
供
す
る
た
め
、「
み
ん
な
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
各
地
の
小
学
校
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
て
「
一
日
限
り
の
美
術
館
」
な
ど

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

川
端
氏
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
ら
れ
て
お

り
、
お
寺
は
昔
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
で
あ
り
、
災
害
や
緊
急
時
に
は
お
寺
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
姿
を
何
度
も
見
て

き
た
。
お
寺
は
落
ち
着
く
場
所
で
あ
り
、
み
ん
な

が
集
ま
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ら
地
域
の
中
心
に
お

寺
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
の
考
え

を
述
べ
ら
れ
た
。


